
（（（（（（（（（3（3（3（3（（（（（（（33（3（（（（（（（（3（（（（（（3（（3（（（（（（（ 月月月月月月月月月月

20212021

桜桜桜桜の桜の桜桜の桜の下下、下下下下、下、下下下下下下下、下下下、、下、下下 新新新新新新新新た新た新た新新た新 なな1な11な1歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
、月月2月月2月2月222月月2月2月2月月月2777日7日7777日7日、清、、清、、、、、、、 水川川せせせせせらぎらぎ公園公園公園公園園公園））））））））））））））））

020212021

44AprilAprilApril

2
6
8
10
13
14
16

特集　令和 3年度の主な事業と予算…
第 2回市議会定例会……………………
聖火リレー………………………………
市職員の人事異動………………………
市内で 4人が100歳を迎える…………
インフォメーション……………………
卒業式・卒園式…………………………

o. 87777777777777777777777NNoo.118777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777777

PuPuPPPuPuPPuPPPP blblicic RRelelatatioionsns Magagazazininee oofofofoooo NNasas kukukararasasuyuyamammmaa CCiCiCCiitttyyyyyyyy

なす
からすやま
なす
からすやま

広
報

PP

広
報



2広報なすからすやま ２０21.4

■
安
心
で
き
る
子
育
て
と
健
康
な
暮
ら
し

　

令
和
3
年
度
の
那
須
烏
山
市
一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
予
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
を
教
訓

と
し
た
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
、
介
護
保
険
な
ど
の
高
齢
者
福
祉
や
保
育
園
関
連

の
児
童
福
祉
に
関
す
る
給
付
費
の
増
加
、
老
朽
化
が
著
し
い
公
共
施
設
の
長
寿
命
化

や
再
編
・
統
廃
合
な
ど
、
財
政
負
担
が
増
し
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
令
和
3
年
度
は
、「
第
2
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、「
市
民

と
向
き
合
う
全
員
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
厳
し
い
財
政
状
況
の
立
て
直

し
」、「
広
域
的
な
自
治
体
間
連
携
の
強
化
」
を
3
つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
本
市
が

目
指
す
べ
き
将
来
像
に
向
け
て
、
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。
特

に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
や
「
烏
山
城
跡
」、「
龍
門

の
滝
」、「
J
R
烏
山
線
」
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、「
第
2
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
着
実
な
成
果
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
中
長
期
財
政
計
画
」
に
基
づ
く
収
支
見
通
し
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
に
基
づ
く
庁
舎
整
備
を
始
め
と
す
る
公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
一
層
本
格

化
し
、「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
当
初
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
れ
か
ら
1
年
間
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
み
、
予

算
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

※
市
議
会
3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
案
に
よ
る
修
正
案
が
可
決
さ
れ
、
一
般

会
計
の
2
事
業
が
削
除
と
な
り
ま
し
た
。

・
清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
管
理
費
△
3
8
1
万
7
千
円

・
清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
整
備
費
△
3
2
0
0
万
円

コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
市
民
と
共
に
明
る
い
未
来
を
描
く
た
め

「
市
民
の
満
足
度
ア
ッ
プ
」と「
財
政
健
全
化
」を
両
立

を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

【
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援
の

充
実
】
新
規
事
業
と
し
て
お
む
つ
や
ミ
ル
ク

な
ど
の
購
入
に
使
用
で
き
る
「
よ
う
こ
そ
！

な
す
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
応
援
券
」
を
交
付
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
「
よ
う

こ
そ
！
な
す
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業
」
や

と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
経

費
を
助
成
す
る
「
若
者
交
流
補
助
事
業
」
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
保
険
適
用
外
の
不

妊
治
療
費
を
助
成
す
る
「
不
妊
治
療
助
成
事

業
」
や
「
妊
産
婦
健
康
診
査
・
産
後
支
援
事

業
」
を
拡
充
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、「
つ
く
し

幼
稚
園
」
と
「
に
こ
に
こ
保
育
園
」
を
統
合

し
、
新
た
に
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備
す
る

「
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業
」
な
ど
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

3
年
度
の
予
算
の
特
徴

令和　年度の3
主な事業と予算

【
健
康
・
保
健
・
医
療
の
充
実
】
新
規
事

業
と
し
て
P
C
R
検
査
を
実
施
す
る
対
象
者

に
対
し
助
成
を
行
い
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
な

ど
の
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
P
C
R
検
査
等
助
成
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、「
こ
ど
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
」
を
拡
充

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
同
時
流
行
の
予
防
を
図
り
ま

す
。

【
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
福
祉
の
充
実
】

通
院
が
必
要
な
寝
た
き
り
な
ど
の
高
齢
者
の

自
宅
と
病
院
間
の
送
迎
に
係
る
運
賃
を
支
援

す
る
「
通
院
支
援
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
充
実
】新
規
事
業
と
し
て
全

小
・
中
学
校
の
照
明
を
L
E
D
化
す
る
「
小

学
校
・
中
学
校
照
明
L
E
D
化
事
業
」
の
ほ

か
、
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施

に
伴
い
教
員
用
指
導
書
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
導
入
す
る
「
新
学
習
指
導
要
領
対
応
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
導
入
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
充
実
】令
和
4
年
度
の
第　
77

回
国
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
本
市
が
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
会
場
と
な
る
こ
と
か
ら
「
国

体
開
催
運
営
事
業
」
を
拡
充
し
、
リ
ハ
ー
サ

子どもたちの明るい未来のために（南那須中学校卒業
式より）
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■安心できる子育てと健康な暮らしを支え合うまちづくり
○ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業  379万2千円
○若者交流補助事業  15万円
○新型コロナウイルスPCR検査等助成事業  250万円
・不妊治療助成事業  198万円
・認定こども園施設整備事業  3500万円
■夢を持ち、夢の実現に向けて歩む力をはぐくむまちづくり
○小学校・中学校照明LED化事業  737万6千円
○中学校新学習指導要領対応デジタル教科書等導入事業
  579万5千円
・国体開催運営事業  3394万2千円
・ユネスコ無形文化遺産保存事業  730万5千円
■地域資源の魅力創出と産業活力による賑わいあふれるまちづくり
・八溝そばブランド力向上支援事業  320万円
・販路拡大補助事業  100万円
・まちなか商店にぎわい支援事業  40万円
・ユネスコ無形文化遺産活用推進事業  500万円
■定住を促し安全で暮らしやすいまちづくり
○大桶運動公園施設整備事業  5050万円
○移住促進住宅取得奨励事業  1600万円
○移住ファミリー家賃補助事業  261万8千円
○空き家バンク住宅改修補助事業  80万円
○ハザードマップ更新事業  770万円
■市民と共に築く持続可能なまちづくり
○旧南那須武道館解体事業  4900万円
○旧七合保育園解体事業  2600万円
○旧ベンチャープラザ解体事業  110万円
・シティプロモーション事業  95万円
・都市農村交流事業  100万9千円

ル
大
会
の
運
営
や
本
番
に
向
け
た
準
備
と
競

技
の
普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
文
化
の
振
興
】烏
山
城
跡
の
国
指
定
史
跡

化
を
目
指
す
た
め
の
「
文
化
財
調
査
事
業
」、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
烏
山
の
山
あ
げ

行
事
」
や
山
あ
げ
道
具
類
保
存
修
理
を
支
援

す
る「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
保
存
事
業
」

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
域
資
源
の
魅
力
創
出
と
産
業
活
力
に

よ
る 
賑 
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
ぎ

【
雇
用
の
確
保
】地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

2
名
任
用
す
る
た
め
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
」
や
合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会
な

ど
で
地
域
企
業
へ
の
就
労
を
促
進
す
る
「
雇

用
対
策
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
林
水
産
業
の
振
興
】林
業
経
営
の
効
率

化
と
森
林
経
営
の
適
正
化
を
図
る
「
森
林
経

営
管
理
制
度
事
業
」
の
ほ
か
、
な
す
か
ら
ブ

ラ
ン
ド
の
農
林
水
産
物
認
証
品
を
活
用
し
た

商
品
生
産
、
開
発
な
ど
を
支
援
す
る
「
な
す

か
ら
ブ
ラ
ン
ド
6
次
産
業
化
推
進
事
業
」
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
】事
業
者
が
取
り
組
む
販

路
拡
大
事
業
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
支
援
す

る
「
販
路
拡
大
補
助
事
業
」
や
市
内
の
賑
わ

い
を
創
出
す
る
た
め
の
商
店
会
な
ど
の
活
動

に
対
し
て
支
援
す
る
「
ま
ち
な
か
商
店
賑
わ

い
支
援
事
業
」
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、「
創

業
者
支
援
補
助
事
業
」
や
「
空
き
店
舗
対
策

新
規
出
店
者
開
業
費
用
支
援
事
業
」
を
継
続

し
、
地
域
経
済
お
よ
び
商
業
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

【
観
光
の
振
興
】
観
光
協
会
の
自
律
的
・
継

続
的
な
運
営
に
向
け
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
な
ど
を
支
援
し
、
観
光
の
活
性
化

と
誘
客
促
進
を
図
る「
観
光
協
会
支
援
事
業
」

や
山
あ
げ
祭
実
行
委
員
会
の
取
り
組
み
を
支

援
し
、
山
あ
げ
祭
の
円
滑
な
運
営
と
お
も
て

な
し
の
充
実
を
図
る
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
活
用
推
進
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

■
定
住
を
促
し
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り

【
住
環
境
の
充
実
】新
規
事
業
と
し
て
老
朽

化
し
た
駐
車
場
の
更
新
を
行
う
「
大
桶
運
動

公
園
施
設
整
備
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
移
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
や
移
住

フ
ァ
ミ
リ
ー
家
賃
補
助
金
、
空
き
家
バ
ン
ク

住
宅
改
修
補
助
金
を
新
た
に
創
設
し
、
総
合

的
な
定
住
支
援
策
と
し
て
事
業
展
開
を
図
り

ま
す
。

【
消
防
・
交
通
・
防
犯
対
策
の
推
進
】
新

規
事
業
と
し
て
浸
水
リ
ス
ク
想
定
図
や
土
砂

災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
見
直
し
を
反
映
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
更
新
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
避
難
所
な
ど
の
備
蓄
品
拡
充
や
自
主
防

災
組
織
活
動
の
活
性
化
を
図
る
「
災
害
対
策

事
業
」
や
「
南
那
須
地
区
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
シ

ス
テ
ム
管
理
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

■
市
民
と
共
に
築
く
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り

【
市
民
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】市
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
活
用
し
た
P
R
や
市
民
と
協
働

に
よ
る
S
N
S
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
う

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
の
ほ
か
、

第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
新
た
な
視
点
で
あ
る
「
関
係
人
口
」
の

創
出
実
現
を
図
る
「
関
係
人
口
創
出
事
業
」

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
行
財
政
改
革
の
推
進
】公
共
施
設
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
旧
南
那
須
武
道
館
や
旧
七

合
保
育
園
、
旧
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
解
体

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
公
共
施
設

等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
」
に
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

令和　年度の主な重点事業（○は新規事業）3
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1. 円グラフを作る
2. グループ解除してパスファインダー2行目左でバラバラにする　立体にする　3D押し出しベベル
3. 各々カラフルな色をつけて、境界線に白罫を入れる（0.4pt）
4. 特色 +スミの色にもどす

1.3%

6.4%
0.8%

2.2%
2.7%
1.9%

2.8%

1.2%

1.3%

6.4%

2.8%

1.1%

2.5%
2.8%
1.4%

1.1%

災害復旧費 250万1千円
予備費 １,０００万円

議会費
１億3,620万7千円

労働費 13万7千円

１1億9,870万7千円

３6億323万3千円

１3億6,685万8千円

0.1%
1.3%1.3%1.3%

12.6%

11.6%

33.1%

11.0%

１2億5,743万6千円

総務費

民生費

衛生費

公債費

農林水産業費
3億305万2千円

１1億3,448万6千円

5.7%5.7%5.7%

10.4%

7.1%

4.3%
2.8%2.8%2.8%

教育費

6億1,720万8千円
消防費消防費消防費

土木費
7億7,346万4千円

商工費
4億7,089万4千円

歳出

（34.3%）

（65.7%）

1. 円グラフを作る
2. グループ解除してパスファインダー2行目左でバラバラにする　立体にする　3D押し出しベベル
3. 各々カラフルな色をつけて、境界線に白罫を入れる（0.4pt）
4. 特色 +スミの色にもどす

1.3%

6.4%
0.8%

2.2%
2.7%
1.9%

2.8%

1.2%

1.3%

6.4%

2.8%

繰入金
3億133万8千円

1.1%1.1%1.1%

2.5%2.5%2.5%
4.6%

2.8%2.8%2.8%
1.4%1.4%1.4%

1.1%1.1%1.1%

30億367万1千円

4.8%
6.2%

10.2%

37.7%

27.6%

市税

４1億円

諸収入

利子割交付金　180万円
配当割交付金　8００万円
株式等譲渡所得割交付金　5００万円
法人事業税交付金　1,3００万円
ゴルフ場利用税交付金　３,5００万円
環境性能割交付金　1,0００万円
地方特例交付金　4,8００万円
交通安全対策特別交付金　2００万円

地方消費税交付金
5億円

地方譲与税
１億２,2００万円

２億6,525万2千円

地方交付税

寄付金
繰越金 ５,０００万円

歳入

使用料及び手数料 4,351万1千円
分担金及び負担金 5,393万5千円

財産収入 410万8千円
500万4千円

国庫支出金 11億835万7千円

県支出金
6億6,880万7千円

5億2,540万円
市債

1.3%

5.7%

2.8%

消防費

自 主
財
源

依
存

財
源

（34.3%）（34.3%）（34.3%）

（65.7%）（65.7%）（65.7%）

一般会計
　年度  108億7,418万3千円3
前年度  109億8,000万円
差　引　　▲1億581万7千円

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
第
2
次
総
合
計

画
や
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
基
づ
き
各
種
施
策
に
取
り
組
む
た

め
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
て
、
1
億
5
8
1

万
7
千
円
（
1
・
0
％
）
減
の
1
0
8
億
7
4
1

8
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
主
な
も
の
と
し
て
、
市
税
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

前
年
度
比
1
億
2
3
2
1
万
8
千
円
（
3
・
9

％
）
減
の
総
額　

億
3
6
7
万
1
千
円
と
し

30

ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
の

縮
減
期
間
が
終
了
と
な
り
、
一
本
算
定
と
な

る
も
の
の
2
年
度
実
績
を
踏
ま
え
、
前
年
度

同
額
の　

億
円
と
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
普

41

通
交
付
税
は　

億
円
、
特
別
交
付
税
は
5
億

36

円
で
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
民
間
小
規
模
保

育
事
業
所
整
備
に
対
す
る
保
育
所
等
整
備
費

交
付
金
や
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
う

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金

の
減
額
に
よ
り
前
年
度
比
9
2
1
9
万
3
千

円
（
7
・
7
％
）
減
の　

億
8
3
5
万
7
千
円
と

11

し
ま
し
た
。
県
支
出
金
は
、「
第　

回
国
民

77

体
育
大
会
に
係
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
運
営
費

補
助
金
」
が
増
額
し
た
も
の
の
、
防
災
重
点

た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
伴
う
震

災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

の
減
額
に
よ
り
前
年
度
比
6
0
1
2
万
3
千

円
（
8
・
2
％
）
減
の
6
億
6
8
8
0
万
7
千
円

と
し
ま
し
た
。
市
債
は
、
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
債
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
7
8
0
万
円
（
1
・
5
％
）
増
の
5
億
2
5

4
0
万
円
と
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
合
併
特
例

債
は
、
前
年
度
比
1
7
0
万
円
（
3
・
9
％
）
増

の
4
5
3
0
万
円
で
す
。
臨
時
財
政
対
策
債

は
、
2
年
度
実
績
と
国
の
地
方
財
政
計
画
を

踏
ま
え
前
年
度
同
額
の
3
億
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
出
】
主
な
も
の
と
し
て
、
議
会
費
は
、

前
年
度
比
3
0
1
万
1
千
円
（
2
・
2
％
）
減
の

1
億
3
6
2
0
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。
総

務
費
は
、
国
勢
調
査
費
や
選
挙
費
の
減
額
な

ど
に
よ
り
前
年
度
比
2
4
9
2
万
2
千
円

（
2
・
0
％
）
減
の　

億
9
8
7
0
万
7
千
円
と

11

し
ま
し
た
。
民
生
費
は
、
民
間
小
規
模
保
育

事
業
所
整
備
に
対
す
る
補
助
金
や
児
童
手
当

給
付
費
の
減
額
に
よ
り
前
年
度
比
5
4
4
5

万
1
千
円
（
1
・
5
％
）
減
の　

億
3
2
3
万
3

36

千
円
と
し
ま
し
た
。
衛
生
費
は
、
水
道
事
業

会
計
繰
出
金
や
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
塵
芥
処
理
費
負
担
金
の
減
額
な
ど
に
よ

り
前
年
度
比
1
3
7
1
万
7
千
円
（
1
・
1
％
）

減
の　

億
5
7
4
3
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

12

農
林
水
産
業
費
は
、
地
籍
調
査
事
業
費
が
増

額
し
た
も
の
の
市
単
独
土
地
改
良
事
業
費
の

減
額
に
よ
り
前
年
度
比
6
4
1
万
6
千
円

（
2
・
1
％
）
減
の
3
億
3
0
5
万
2
千
円
と
し

ま
し
た
。
商
工
費
は
、
企
業
誘
致
事
業
費
の

減
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
4
5
3
4
万
9

千
円
（
8
・
8
％
）
減
の
4
億
7
0
8
9
万
4
千

円
と
し
ま
し
た
。
土
木
費
は
、
大
桶
運
動
公

園
施
設
整
備
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度

比
5
3
1
3
万
円
（
7
・
4
％
）
増
の
7
億
7
3

4
6
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。
消
防
費
は
、

消
防
水
利
施
設
整
備
費
が
増
額
し
た
も
の
の
、

一
般
会
計
当
初
予
算
は

1
0
8
億　

万
3
千
円
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防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
事
業
費
の
減
額

に
よ
り
前
年
度
比
3
9
8
6
万
1
千
円
（
6
・

1
％
）減
の
6
億
1
7
2
0
万
8
千
円
と
し
ま

し
た
。
教
育
費
は
、
荒
川
体
育
館
解
体
費
が

減
額
し
た
も
の
の
旧
南
那
須
武
道
館
解
体
費

の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
2
2
0
万
5

千
円
（
0
・
2
％
）
増
の　

億
3
4
4
8
万
6
千

11

円
と
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
国
民

健
康
保
険
の
事
業
勘
定
の
歳
入
・
歳
出
は
、

4
・
4
％
減
の　

億
2
6
8
3
万
7
千
円
、

33

診
療
施
設
勘
定
は
9
・
5
％
増
の
5
4
1
2

万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
熊
田
診
療
所
は

0
・
2
％
減
の
4
7
5
2
万
7
千
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
は
2
・
2
％
減
の
3
億
6
1
4

7
万
3
千
円
、
介
護
保
険
は
2
・
8
％
増
の

　

億
4
3
0
2
万
9
千
円
、
農
業
集
落
排
水

28事
業
は
2
・
3
％
増
の
6
3
1
0
万
円
、
下

水
道
事
業
は　
・
3
％
減
の
3
億
3
4
0
0

12

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
、
収
益
的
収
入
を
3
・
9
％
減
の
6
億

1
7
1
0
万
8
千
円
、
収
益
的
支
出
を
7
・

8
％
減
の
5
億
5
1
1
万
9
千
円
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
で
あ
る
資
本
的
収

入
は　
・
1
％
減
の
1
億
2
5
4
7
万
7
千

51

円
、
資
本
的
支
出
は　
・
0
％
減
の
4
億
5

27

7
8
3
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。
資
本
的
収

支
の
大
幅
な
減
額
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
に
よ
る
復
旧
費
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

■水道事業 
□収益的収入 

6億1,710万8千円　年度3
6億4,207万円前年度

□収益的支出 
5億511万9千円　年度3
5億4,803万円前年度

企業会計
■国民健康保険（事業勘定）

33億2,683万7千円　年度3
34億8,025万7千円前年度

■国民健康保険（診療施設勘定）
5,412万6千円　年度3
4,942万円前年度

■熊田診療所 
4,752万7千円　年度3
4,760万円前年度

■後期高齢者医療 
3億6,147万3千円　年度3
3億6,959万3千円前年度

特別会計

○人　口　25,567人
○世帯数　10,439戸
　（令和3年1月1日現在の住民基本台帳人口）

市民１人・１世帯あたりに使われる予算

■介護保険 
28億4,302万9千円　年度3
27億6,496万3千円前年度

■農業集落排水事業 
6,310万円　年度3
6,170万円前年度

■下水道事業 
3億3,400万円　年度3
3億8,100万円前年度

一般会計
108億7,418万3千円
42万5,321円／人　  
104万1,688円／世帯  

議会費
1億3,620万7千円

5,328円／人　　
1万3,048円／世帯　

総務費
11億9,870万7千円
4万6,885円／人　　
11万4,830円／世帯　

民生費
36億323万3千円
14万   933円／人　　
34万5,170円／世帯　

衛生費
12億5,743万6千円
4万9,182円／人　　
12万  455円／世帯　

農林水産業費
3億305万2千円
1万1,853円／人　　
2万9,031円／世帯　

商工費
4億7,089万4千円
1万8,418円／人　　
4万5,109円／世帯　

議会運営のために

土木費
7億7,346万4千円
3万  252円／人　　
7万4,094円／世帯　

消防費
6億1,720万8千円
2万4,141円／人　　
5万9,125円／世帯　

教育費
11億3,448万6千円
4万4,373円／人　　
10万8,678円／世帯　

公債費
13億6,685万8千円
5万3,462円／人　　
13万  938円／世帯　

その他
1,263万8千円

494円／人　　
1,210円／世帯　

市のさまざまな
総合運営のために 市民の福祉のために

健康診断・予防接種、
ごみの回収処理のために

農業振興、
農地保全のために

商工業の育成・観光
事業の推進のために

市道整備・公園・下水道
管理などのために 消防活動のために

義務教育・生涯学習の推進・
スポーツ振興のために

市の借入金の
返済のために 労働費・予備費など

特
別
会
計
・
企
業
会
計

□資本的収入 
1億2,547万7千円　年度3
2億5,641万3千円前年度

□資本的支出 
4億5,783万1千円　年度3
6億2,726万円前年度
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令
和
3
年
第
2
回
市
議
会
3
月
定
例
会
が
3
月
2
日
昇

か
ら　

日
昇

ま
で　

日
間
の
日
程
で
開
か

16

15

れ
、
3
年
度
の
一
般
会
計
を
除
く
当
初
予
算
、
2
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
な

ど　

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
3
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
一
部
修
正
の
う
え
可
決
。

28
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
し
、
陳
情
書
1
件
を
採
択
し
た
う
え
、
意
見
書

1
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
議
会
に
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7

－　

－
7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

88

　

2
年
度
一
般
会
計
は
、歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

9
5
4
1
万
1
千
円
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総

額
を
1
5
1
億
2
2
2
7
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
と
し
て
財
政
調

整
基
金
積
立
金
7
千
万
円
、
市
有
施
設
整
備
基
金

積
立
金
5
千
万
円
、
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
1
億

円
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
を
6
1
2
万
5

千
円
増
額
し
ま
し
た
。
民
生
費
は
、
介
護
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
6
1
4
万
5
千
円
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
に
対
す
る
負
担
金
5
1
1
万
2
千
円
を
増

額
し
ま
し
た
。
衛
生
費
は
、
高
齢
者
予
防
接
種
事

業
費
3
7
7
万
4
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
体
制
や
会
場
設
営
な
ど
の

準
備
に
7
4
6
万
9
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
農

3
年
度
当
初
予
算

新
旧
年
度
の
予
算
を
審
議

3
年
度
一
般
会
計
予
算
は
1
0
8
億　

万
3　

に

7418

千円

　

3
年
度
の
一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会
計
お
よ

び
企
業
会
計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
2
～
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
年
度
予
算
は
8
会
計
を
補
正

林
水
産
事
業
費
は
、
農
業
用
た
め
池
の
機
能
診
断

と
機
能
保
全
計
画
の
た
め
団
体
営
土
地
改
良
事
業

費
9
5
0
9
万
4
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
商
工

費
は
、
感
染
防
止
営
業
時
間
短
縮
協
力
金
を
新
た

に
計
上
す
る
一
方
、
感
染
症
対
策
事
業
継
続
応
援

金
な
ど
各
種
事
業
の
精
算
に
よ
り
、
9
1
7
4
万

9
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
土
木
費
は
、
道

路
の
補
修
や
支
障
木
対
応
な
ど
の
た
め
5
0
0
万

円
を
増
額
し
、
辺
地
道
路
整
備
事
業
費
7
6
0
万

円
を
減
額
し
ま
し
た
。
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

費
は
、
国
の
追
加
配
分
に
伴
い
6
6
0
万
円
増
額

し
ま
し
た
。
消
防
費
は
、
消
防
水
利
管
理
費
お
よ

び
消
防
水
利
施
設
整
備
費
と
し
て
1
5
7
万
9
千

円
増
額
し
ま
し
た
。
教
育
費
は
、
大
型
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
な
ど
の
整
備
の
た
め
教
育
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
事
業
費
5
9
2
万
4
千
円
、
各
小
・

中
学
校
の
運
営
費
9
1
4
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災

し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
6
2

8
1
万
8
千
円
を
増
額
し
、
公
共
土
木
災
害
復
旧

事
業
費
は
関
連
事
業
の
精
算
に
よ
り
1
8
5
1
万

5
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。
公
債
費
は
、
借
り
入

れ
条
件
変
更
に
よ
り
6
4
8
万
円
を
減
額
し
ま
し

た
。

　

歳
入
は
、
市
税
に
つ
い
て
徴
収
状
況
を
勘
案
し

て
固
定
資
産
税
現
年
課
税
分
2
5
0
0
万
円
を
増

額
、
額
の
確
定
に
伴
い
普
通
交
付
税
1
億
8
2
5

万
3
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
・
県
支

出
金
の
う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
6
7
6
万
円
、
農
地
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金
6
3
9
0
万
円

な
ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
を

1
億
8
8
7
0
万
8
千
円
減
額
し
、　

億
9
3
7

32

2
万
7
千
円
と
し
、
診
療
施
設
勘
定
は　

万
3
千

91

円
減
額
し
、
4
8
7
1
万
5
千
円
と
し
ま
し
た
。

熊
田
診
療
所
は
1
0
3
万
4
千
円
減
額
し
て
4
6

5
6
万
6
千
円
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
3
7
6

万
6
千
円
減
額
し
て
3
億
6
6
5
5
万
3
千
円
と

し
ま
し
た
。ま
た
、介
護
保
険
は
8
4
7
0
万
円
増

額
し
て　

億
7
6
6
4
万
5
千
円
に
、農
業
集
落

28

排
水
事
業
は　

万
4
千
円
減
額
し
て
6
2
5
5
万

48

2
千
円
に
、下
水
道
事
業
は
3
8
4
0
万
3
千
円

減
額
し
て
3
億
4
5
5
9
万
5
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
収
益
的
収
入
を
2

8
6
万
9
千
円
増
額
し
て
6
億
4
4
9
3
万
9
千

円
と
し
、
収
益
的
支
出
を
1
3
8
2
万
2
千
円
増

額
し
て
5
億
6
3
1
7
万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
国
の
補
助
金
が
当
初
の
予

定
額
よ
り
も
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
1
4
5
7
万

1
千
円
減
額
し
て
2
億
4
1
8
4
万
2
千
円
と
し

ま
し
た
。

・
小
・
中
学
校
の
学
校
評
議
員
制
度
を
学
校
運
営

協
議
会
制
度
に
変
更
す
る
た
め
、「
非
常
勤
特
別

職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
公
共
工
事
の
施
工
に
伴
う
行
政
財
産
使
用
料
を

定
め
る
た
め
、「
行
政
財
産
使
用
料
条
例
」
を
一
部

改
正
し
ま
し
た
。

・
延
滞
金
な
ど
の
特
例
規
定
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
関
係
す
る
「
市
税
条
例
」、「
市
債
権
管

条
例
を
改
正

11
　

合
併
後
初
め
て
、
議
案
の
修
正
動
議
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
修
正
動
議
と
は
、
議
員
が
必
要
に
応
じ
て

議
案
を
修
正
す
る
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
3
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
の
う
ち
、「
清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公

園
施
設
整
備
」
に
関
連
す
る
計
3
5
8
1
万
7
千
円

を
減
額
し
、
1
0
8
億
7
4
1
8
万
3
千
円
と
す
る

修
正
動
議
が
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

第2回市議会定例会
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第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

10

10

23

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
令
和
3
年
度
小
学
校
、
中
学
校
及
び
義
務

教
育
学
校
職
員
定
期
異
動
方
針
を
決
定

○
小
・
中
学
校
校
内
L
A
N
再
構
築
工
事
を

決
定

○
小
・
中
学
校
学
習
用
端
末
購
入
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

11

11

20

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
を
承
認

○
令
和
2
年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計（
教
育

費
関
係
）
補
正
予
算
（
第
5
号
）
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
臨
時
会
（　

月　

日
捷
）

12

11

30

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
職
務
代

理
者
（
網
野
甚
一
氏
）
の
指
名
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

13

12

25

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
那
須
烏
山
市
立
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
等

に
係
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
追
加

経
費
等
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
青
少
年
野
外
活
動
広
場
管
理

規
則
の
廃
止
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・　

月
2
日
晶

：
塩
谷
南
那
須
地
区
教
育
委

10
員
会
連
合
会
定
例
会
・
研
修
会

・　

月
5
日
昭

：
栃
木
県
市
町
村
教
育
委
員

11
会
連
合
会
総
会
・
研
修
会

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

2
年
度『
第
3
四
半
期
』
月
～

月

10

12

理
条
例
」、「
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
」、「
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
条
例
」

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
料
率
の
改
定
な
ど
に
よ
り
、「
市
介

護
保
険
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、「
市
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
」、「
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基

準
等
に
関
す
る
条
例
」、「
市
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
」、「
市
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
す
く
す
く
保
育
園
、
烏
山
南
公
民
館
、
野
上
体

育
館
の
住
所
地
変
更
に
伴
い
、「
市
立
保
育
所
の

設
置
及
び
管
理
並
び
に
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条

例
」、「
市
公
民
館
設
置
、
管
理
及
び
使
用
料
条
例
」、

「
市
運
動
施
設
設
置
、
管
理
及
び
使
用
料
条
例
」

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
道
路
構
造
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
市
道
の

構
造
の
技
術
的
基
準
及
び
道
路
標
識
の
寸
法
に
関

す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
議
員
発
議
に
よ
り
「
議
会
会
議
規
則
」
を
改
正

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
会
議
欠
席
の
理
由
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
産
前
・
産
後
期
間
に
配

慮
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
請
願
書
の
署
名
押
印

を
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
に
改
め
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
3
月　

日
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
田

31

代
和
義
教
育
長
を
、
引
き
続
き
任
命
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
3
月　

日
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
瀧

31

田
晴
夫
監
査
委
員
を
、
引
き
続
き
任
命
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
5
月　

日
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
農

21

業
委
員
に
、
川
上
恵
氏
、
堀
江
恒
夫
氏
、
久
郷
義

美
氏
、
仲
澤
清
一
氏
、
越
雲
宏
氏
、
塩
野
目
富
夫

氏
、
小
川
祥
一
氏
、
小
川
雄
三
氏
、
大
野
覚
文
氏
、

関
閣
夫
氏
、
荒
井
喜
代
子
氏
、
田
中
雄
二
氏
、
相

吉
澤
宏
氏
、
興
野
礼
子
氏
、
黒
須
明
氏
、
石
岡
幸

雄
氏
、
齋
藤
勉
氏
、
奥
畑
智
子
氏
、
粟
野
隆
夫
氏

の　

人
を
任
命
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

19
・
議
員
発
議
に
よ
り
「
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
委
員
は
、

全
議
員　

名
で
委
員
長
に
平
塚
英
教
氏
、
副
委
員

17

長
は
堀
江
清
一
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
特
別
委
員

会
で
は
、
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
「
市
道
鴻
野

山
小
倉
線
の
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
」
の
陳
情

を
採
択
し
ま
し
た
。

・
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
が
懸
念
さ
れ
る

中
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
」
を
関
係
大
臣
な
ど
あ
て
提
出
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

教
育
長
、
各
委
員
の
人
事

議
会
人
事

そ
の
他

　市議会では、市民に親しまれる議会
を目指し、　 月　日昭、定例会の開会3 4
前に議場コンサートを開きました。
　コンサートには、烏山高吹奏楽部で
　年の木村日向さん、澤村綾菜さん、2
塩田楓華さん、　 年の江口翔人さん、1
西村美祐さん、池尻蒼太さん、大貫
那々佳さん、小室美結さんの　人が出8
演。市執行部や市議会議員、市民など
50人あまりが見守る中、生徒たちは、
クラリネット五重奏で「波影」を、サ
クソフォーン三重奏で「サクソフォー
ン三重奏曲『プリムラ』」を披露し、議
場内に美しい音色を奏でました。
　演奏をした澤村さんは、「緊張した
が、楽しく演奏することができ、良い
経験になった」と笑顔で話しました。

烏山高の生徒が
議場でコンサート♪

議場で演奏する烏山高の生議場で演奏する烏山高の生徒徒
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聖
火
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
オ
リ
ン
ピ
ア
で
採
火
さ
れ
る
火
の
こ
と
で

す
。
聖
火
リ
レ
ー
は
、
ギ
リ
シ
ャ
国
内
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
内

で
ラ
ン
ナ
ー
の
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
ま
で
つ
な

げ
る
も
の
で
、
平
和
や
希
望
の
象
徴
と
も
い
え
ま
す
。
日
本
で
聖
火

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
の
は
、
東
京
1
9
6
4
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来　
57

年
ぶ
り
。
今
回
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
1
年
延
期
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

聖
火
リ
レ
ー
っ
て
？

　

3
月　

日
昭

に
福
島
県
か
ら
始
ま
っ
た
聖
火
リ
レ
ー
は
、　

日
掌

25

28

に
、
本
県
の
足
利
市
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
佐
野
市
、
小
山
市
、

茂
木
町
、
栃
木
市
、
上
三
川
町
、
真
岡
市
の
後
再
び
上
三
川
町
を
走

り
、
本
県
1
日
目
の
ゴ
ー
ル
地
点
と
な
る
本
市
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

午
後
7
時　

分
に
烏
山
高
校
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
聖
火
リ
レ
ー
は
、

35

那
須
南
病
院
か
ら
市
役
所
烏
山
庁
舎
前
を
通
過
し
、
山
あ
げ
会
館
に

到
着
。
設
置
さ
れ
た
舞
台
上
で
は
、
1
0
4
歳
で
現
役
理
容
師
の
箱

石
シ
ツ
イ
さ
ん
（
那
珂
川
町
）
か
ら
、
菊
池
正
一
さ
ん
（
小
倉
）
の
ト
ー

チ
へ
聖
火
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ゴ
ー
ル
の
J
R
烏
山
駅
ま

で
聖
火
が
つ
な
が
れ
、
本
市
で
は
、　

人
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
約
2
・

11

1
㎞
の
道
の
り
を
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
観
客
に
密
集
の
回
避
が
呼
び
か

け
ら
れ
、
観
客
は
声
援
の
代
わ
り
に
、
大
き
な
拍
手
で
聖
火
ラ
ン
ナ

ー
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト

　

当
日
は
、
聖
火
リ
レ
ー
に
合
わ
せ
、
聖
火
の
到
着
を
祝
う
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ミ
ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」会
場
の
山
あ
げ

会
館
前
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
烏

山
の
山
あ
げ
行
事
」
の
舞
台
装
置
が
展
示
さ
れ
、
鍛
冶
町
若
衆
団
に

よ
り
山
が
上
げ
ら
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が
わ
き
上
が
り
ま
し

た
。 聖

火
祝
う
イ
ベ
ン
ト
華
や
か
に

雨雨
のの
中中

人

　

人
がが

希希
望望
のの
火火
つ
な
つ
な
ぐぐ③̝ ②̝ 

①̝ 

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
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本
県
1
日
目
の
ゴ
ー
ル
地
点
と
な
っ
た
J
R
烏
山
駅
前
多
目
的
広

場
で
は
、「
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
が「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」

を
上
演
し
ま
し
た
。
演
目
は
「
将
門
」
で
、
子
ど
も
た
ち
の
迫
力
あ

る
演
技
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
行
わ
れ
、
聖
火
の
到
着
ま
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

観
客
が
見
守
る
中
、
午
後
8
時
過
ぎ
に
聖
火
が
無
事
ゴ
ー
ル
地
点

の
J
R
烏
山
駅
前
に
到
着
し
ま
し
た
。
本
市
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー
と

な
っ
た
の
は
、
那
須
塩
原
市
出
身
で
2
0
0
8
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
渋
井
陽
子
さ
ん
。
大
勢
の
観
客
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、

笑
顔
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

到
着
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
渋
井
さ
ん
が
舞
台
上
で
ト
ー
チ
の
火
を

聖
火
皿
に
点
火
し
ま
し
た
。
到
着
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
渋
井
さ

ん
は
、「
無
事
に
到
着
で
き
て
安
心
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。
舞
台
上
で
は
、
県
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
北
村
一
郎
副
知
事

が
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
佐
藤
良
県
議
会
副
議
長
、
川
俣
純

子
市
長
、
久
保
居
光
一
郎
市
議
会
議
長
も
登
壇
し
、聖
火
の
到
着
を

祝
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
本
市
で
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、

成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
本
県
で
は
、
2
日
間
で
総
勢
1

9
1
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
聖
火
を
つ
な
ぎ
、
次
の
群
馬
県
に
無
事
、
聖

火
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

県
実
行
委
員
会
か
ら
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
選
出
さ
れ
、
本
市
8
番
目

の
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
た
菊
池
正
一
さ
ん
は
、
聖
火
リ
レ
ー
終
了
後
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
当
日
ま
で
本
当
に
開
催
で
き
る
の
か
不
安
に

思
っ
て
い
た
が
、
無
事
開
催
で
き
、
次
の
ラ
ン
ナ
ー
に
聖
火
を
渡
せ

て
安
心
し
た
。
自
分
自
身
高
齢
だ
が
、
生
涯
現
役
で
頑
張
り
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

聖
火
は
、
1
2
1
日
間
（
移
動
日
含
む
）
を
か
け
て
日
本
全
国
を
巡

り
、
7
月　

日
晶

に
最
終
ゴ
ー
ル
地
点
の
東
京
都
に
到
着
す
る
予
定

23

で
す
。

つ
い
に
ゴ
ー
ル
地
点
へ

①山を背景に聖火がつながれる、②⑦
聖火がJR烏山駅に、③⑤ステージで
のパフォーマンス、④聖火が那須烏山
路を巡る、⑥お 囃 

はや

 子 が聖火リレーを盛
し

り上げる、⑧桜の山がランナーを迎え
る、⑨ランナーの皆さん、⑩人力で大
山を上げる

⑦̝ 

④̝ 

⑤̝ 

⑥̝ ⑨̝ 

⑧̝ 

⑩̝ 

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
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■
総
合
政
策
課

◎
参
事
兼
総
合
政
策
課
長　

菊
池
義
夫
（
生
涯
学
習
課
長
兼

◎
主
任　

渡
邊
貴
也

〇
主
事
兼
矢
板
県
税
事
務
所
派
遣　

越
雲
悠
琢

◆
す
く
す
く
保
育
園

〇
保
育
士
副
主
幹（
副
園
長
）　

黒
﨑
明
子（
つ
く
し
幼
稚
園
）

◎
保
育
士
主
査　

室
井
優
紀

◆
に
こ
に
こ
保
育
園

〇
保
育
士
副
主
幹
（
副
園
長
）　

五
味
渕
万
里
（
す
く
す
く
保

育
園
）

◎
保
育
士
主
査　

小
口
し
お
り

〇
業
務
員　

雫
洋
子

◆
つ
く
し
幼
稚
園

〇
教
諭
副
主
幹（
副
園
長
）　

大
森
弥
生（
に
こ
に
こ
保
育
園
）

◎
教
諭
主
査　

上
野
祐
子

■
農
政
課

◎
農
政
課
長　

深
澤
宏
志

◎
農
業
振
興
G
主
幹
（
総
括
）　

久
保
居
文
子
（
こ
ど
も
課
）

〇
農
林
整
備
G
課
長
補
佐（
総
括
）　

滝
口
隆
行（
都
市
建
設
課
）

新型コロナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

接
種
に
向
け

ワ
ク
チ
ン
準
備
本
格
化

ワ
ク
チ
ン
供
給
始
ま
る

　

県
は
、
3
月
5
日
晶

、
高
齢
者
向
け

ワ
ク
チ
ン
を
高
齢
者
人
口
が
最
多
の
宇

都
宮
市
へ
4
月
5
日
～　

日
の
週
に
約

11

1
千
人
分
を
配
分
し
、　

日
～　

日
は

12

18

足
利
、
栃
木
、
佐
野
、
小
山
、
那
須
塩

原
の
5
市
、　

日
～　

日
は
、
宇
都
宮
、

19

25

鹿
沼
、
真
岡
、
さ
く
ら
、
那
須
烏
山
の

5
市
へ
そ
れ
ぞ
れ
1
千
人
分
ず
つ
割
り

当
て
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
全
域
で
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
対

応
す
る
専
門
的
医
療
機
関
を
確
保
す
る

方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
準
備
着
々
と

　

市
で
は
、
南
那
須
医
師
会
な
ど
の
協

力
の
も
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
対
象
は　

歳
以
上
の
人
で
、
原
則
、

16

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
で
接
種
し
ま
す
。

接
種
は
無
料
で
、
完
全
予
約
制
で
す
。

重
症
リ
ス
ク
の
高
い　

歳
以
上
の
高
齢

65

者
（
昭
和　

年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）、

32

基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
な
ど
の
順
に
、

段
階
的
に
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
医
療
従
事
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施

し
て
お
り
、
高
齢
者
へ
の
接
種
は
、
5

月
8
日
松

か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

（
ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
に
よ
り
、
変
更
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
）

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
会
場
は
、
那
須
南

病
院
と
市
武
道
館
と
し
て
い
ま
す
が
、

会
場
の
広
さ
の
関
係
か
ら
市
武
道
館
を

中
心
に
行
う
予
定
で
す
。
3
月　

日
昌

17

に
那
須
南
病
院
で
、　

日
昇

に
は
市
武

30

道
館
で
、
市
職
員
な
ど
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
流
れ

①
ク
ー
ポ
ン
券
（
接
種
券
）
を
受
け
取
る
。

②
予
約
す
る
。（
当
面
の
間
、
電
話
の
み
の
予

約
と
な
り
ま
す
）

③
接
種
に
必
要
な
書
類
（
予
診
票
な
ど
）
が

届
く
。

④
ク
ー
ポ
ン
券
（
接
種
券
）・
予
診
票
・
身

分
証
明
書
を
持
参
し
、
予
約
し
た
日
時
・

会
場
で
接
種
す
る
。

　
　

歳
以
上
の
人
に
は
、
3
月　

日
昇

65

30

に
ク
ー
ポ
ン
券
（
接
種
券
）
を
発
送
し
ま

し
た
。
そ
の
他
の
人
に
は
、
5
月
中
旬

以
降
に
発
送
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
情
報
は
、

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
配
給
状
況

な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
や
副
反
応
な
ど
専

門
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
の
相
談

窓
口
緯
0
1
2
0－

7
6
1－

7
7

0
ま
た
は
栃
木
県
の
相
談
窓
口
緯
0
5

7
0－

0
5
2－

0
9
2
、
接
種
の

予
約
や
相
談
に
つ
い
て
は
、
市
の
ワ
ク

チ
ン
予
約
・
相
談
セ
ン
タ
ー
緯
0
5
7

0－

0
7
1－

7
1
1
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室　

緯
0
2
8
7

－

　

－

7
5
3
5

82

人
事
異
動

市職員の
　

4
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

職
員
数
は
、
3
年
度
新
採
用
に
よ
る
増
や
再
任
用
職
員
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
2
4
5
人
（
ほ
か
短

時
間
勤
務
2
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

◎
＝
昇
任
、
新 
＝
新
採
用
、
新
・
任 
＝
新
採
用
・
任
期
付
職
員
、（　

）
内
＝
異
動
前
の
課
、
課

内
の
並
び
は
順
不
同
と
な
り
ま
す
。

〇
課
長
補
佐
兼
指
導
主
事　

髙
橋
や
す
子

〇
学
校
給
食
G
課
長
補
佐（
総
括
）　

五
味
渕
徹（
総
合
政
策
課
）

 

主
事　

伊
藤
富
美

◆
江
川
小
学
校

〇
業
務
員　

菱
沼
幸
弘

◆
荒
川
小
学
校

〇
業
務
員　

山
田
幸
夫

◆
烏
山
中
学
校

◎
司
書
係
長　

中
山
美
智
代

〇
業
務
員　

阿
久
津
光
一

■
生
涯
学
習
課

〇
生
涯
学
習
課
長　

水
上
和
明
（
福
祉
事
務
所
長
兼
健
康
福

祉
課
長
）

〇
公
民
館
G
主
幹
（
総
括
）　

安
藤
準
一
（
こ
ど
も
課
）

〇
主
幹
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長　

荒
井
隆
郎（
都
市
建
設
課
）

新
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長
）

〇
秘
書
政
策
G
主
幹
（
総
括
）　

関
雅
人
（
商
工
観
光
課
）

〇
広
報
広
聴
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

大
貫
ち
は
る
（
学
校
教

育
課
）

〇
情
報
統
計
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

小
林
重
信
（
市
民
課
）

〇
財
政
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

石
川
昌
幸
（
生
涯
学
習
課
）

〇
係
長　

小
堀
久
美
（
市
民
課
）

◎
主
査　

谷
口
寛
明
（
上
下
水
道
課
）

〇
専
門
員　

石
川
浩

◎
主
任　

石
井
勇
多

 

主
事　

堤
元
樹

■
ま
ち
づ
く
り
課

〇
定
住
推
進
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

尾
崎
さ
ゆ
り

◎
課
長
補
佐　

塩
野
目
庸
子
（
市
民
課
）

◎
主
査　

大
橋
知
歩

〇
専
門
員　

小
林
貞
大

◎
主
任　

玉
造
結
衣
（
総
合
政
策
課
）

◎
主
任　

澤
村
春
佳

■
総
務
課

〇
人
事
G
主
幹
（
総
括
）　

平
山
茂
樹
（
総
合
政
策
課
）

〇
契
約
管
財
G
主
幹
（
総
括
）　

石
嶋
賢
一
（
南
那
須
地
区
広

域
行
政
事
務
組
合−

総
務
課
付
主
幹
）

〇
係
長　

小
室
貴
紀
（
都
市
建
設
課
）

◎
主
査　

矢
野
慎
也

◎
主
査　

小
堀
佑
真
（
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課−

総

務
課
付
主
任
）

◎
主
査　

伊
藤
大
道

◎
主
査　

平
野
和
隆

〇
専
門
員　

福
田
守

〇
主
事　

増
子
莉
紗
（
議
会
事
務
局
）

〇
主
事　

直
井
拓
弥
（
税
務
課
）

■
税
務
課

〇
徴
収
対
策
G
課
長
補
佐
（
総
括
）
星
宮
二
郎
（
課
長
補
佐

兼
矢
板
県
税
事
務
所
派
遣
）

◎
資
産
税
G
主
幹
（
総
括
）　

木
曽
賢
治

〇
係
長　

佐
藤
剛
（
健
康
福
祉
課
）

〇
主
査　

大
島
佳
純
（
総
合
政
策
課
）

◎
主
査　

手
塚
幹
（
上
下
水
道
課
）

新

〇
主
事　

岡
山
千
夏
（
総
合
政
策
課
）

 

主
事　

石
川
暢
之

■
市
民
課

〇
市
民
課
長　

大
谷
啓
夫
（
議
会
事
務
局
長
）

〇
市
民
窓
口
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

束
原
一
吉
（
税
務
課
）

◎
主
査　

藤
井
梨
恵

〇
専
門
員　

神
野
久
志

〇
主
任　

松
岡
仁
美

〇
主
事　

鈴
木
由
乃
（
生
涯
学
習
課
）

■
健
康
福
祉
課

〇
福
祉
事
務
所
長
兼
健
康
福
祉
課
長　

皆
川
康
代
（
市
民
課
長
）

◎
生
活
福
祉
G
主
幹
（
総
括
）　

塩
野
目
敬
章

〇
介
護
保
険
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

福
田
祥
子
（
会
計
課
）

〇
健
康
増
進
G
保
健
師
副
主
幹
（
総
括
）　

仲
山
直
美

〇
課
長
補
佐　

塩
野
育
雄

〇
係
長　

田
澤
浩
美
（
税
務
課
）

〇
係
長　

湯
澤
美
由
紀
（
生
涯
学
習
課
）

◎
社
会
福
祉
士
係
長　

堀
江
崇

◎
主
査　

水
井
健
太
（
栃
木
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課−

健
康
福
祉
課
付
主
任
）

◎
主
査　

瀧
澤
理
恵

◎
主
査　

川
俣
綾
子

◎
主
任　

小
島
悠
禎

〇
保
健
師
主
任　

網
野
純
子
（
こ
ど
も
課
）

〇
管
理
栄
養
士
主
任　

大
久
保
明
喜
（
こ
ど
も
課
）

◎
主
任　

髙
田
千
紘

◎
主
任　

川
俣
有
加

■
こ
ど
も
課

◎
こ
そ
だ
て
支
援
G
主
幹
（
総
括
）　

黒
尾
明
美
（
総
務
課
）

〇
こ
ど
も
館
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

益
子
ゆ
か
り

〇
母
子
保
健
G
保
健
師
主
幹
（
総
括
）　

星
由
美
子
（
健
康
福

祉
課
）

〇
保
育
G
主
幹
（
総
括
）　

塩
野
目
豊
一
（
総
合
政
策
課
）

〇
課
長
補
佐　

小
原
沢
直
子
（
上
下
水
道
課
）

〇
保
健
師
副
主
幹　

茂
木
真
理

〇
管
理
栄
養
士
主
査　

髙
野
麻
美
（
健
康
福
祉
課
）

◎
保
健
師
主
任　

星
あ
づ
み

 

主
事　

平
野
愛
純

新新

〇
課
長
補
佐　

篠
﨑
孝
光

◎
係
長　

齊
藤
奈
緒

◎
主
査
（
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課
付
）　

橋
本
尚
紀

（
栃
木
県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
課
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
主
任
）

〇
専
門
員　

糸
井
美
智
子

■
商
工
観
光
課

〇
観
光
振
興
G
主
幹
（
総
括
）　

髙
野
成
彰
（
総
合
政
策
課
）

◎
主
査　

田
嶋
勇
介

 

主
事　

田
代
真
尋

■
都
市
建
設
課

〇
管
理
G
主
幹
（
総
括
）　

永
島
一
広
（
農
政
課
）

〇
課
長
補
佐　

川
俣
由
利
子

〇
課
長
補
佐　

滝
沢
一
平

〇
主
査　

平
野
祐
太
郎
（
総
務
課
）

◎
主
査　

髙
橋
昌
弘

◎
主
査　

小
口
大
輔

 

総
括
技
術
専
門
員　

猪
股
敏
博

〇
専
門
員　

小
田
倉
浩

〇
主
任　

清
水
晴
希
（
栃
木
県
県
土
整
備
部
烏
山
土
木
事
務

所−

都
市
建
設
課
付
主
任
）

■
上
下
水
道
課

〇
下
水
道
G
主
幹
（
総
括
）　

大
貫
信
行
（
学
校
教
育
課
）

〇
係
長　

川
島
広
明
（
税
務
課
）

◎
主
査　

塩
野
淳
（
税
務
課
）

〇
専
門
員　

奥
澤
隆
夫

〇
主
事　

和
氣
友
咲
（
会
計
課
）

■
会
計
課

〇
会
計
G
主
幹
（
総
括
）　

井
上
剛
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

〇
専
門
員　

滝
田
勝
幸

◎
主
任　

谷
口
絢
香
（
商
工
観
光
課
）

■
議
会
事
務
局

◎
議
会
事
務
局
長　

菊
地
唯
一
（
総
務
課
）

〇
主
事　

菅
谷
莉
子
（
総
務
課
）

■
学
校
教
育
課

〇
学
校
教
育
課
長　

大
鐘
智
夫
（
農
政
課
長
）

◎
総
務
教
育
G
主
幹
（
総
括
）　

森
林
浩
之

◎
課
長
補
佐
（
総
括
）
兼
管
理
主
事
兼
指
導
主
事　

菊
地
新

一
郎

新新
・
任

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

草
分
信
也
（
健
康

福
祉
課
）

〇
課
長
補
佐　

江
守
浩
史

◎
係
長　

石
塚
尚
美

〇
係
長　

中
島
美
由
紀
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

◎
学
芸
員
係
長　

鈴
木
芳
英

〇
専
門
員　

水
沼
透

◎
学
芸
員
主
任　

石
下
翔
子

 

主
任　

髙
瀨
涼
子

 

主
事　

滝
口
恭
弘

■
派
遣
職
員

◎
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合−

総
務
課
付
課
長

小
口
正
一
（
こ
ど
も
課
）

◎
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合−

総
務
課
付
課
長　

岡

誠〇
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課−

総
務
課
付
主
任

峰
岸
翔
太
（
健
康
福
祉
課
）

◎
栃
木
県
県
民
生
活
部
県
民
文
化
課−

生
涯
学
習
課
付
主
任

山
田
佳
苗
（
生
涯
学
習
課
）

〇
栃
木
県
県
土
整
備
部
烏
山
土
木
事
務
所−

都
市
建
設
課
付

主
査　

菊
地
唯
之
（
総
務
課
）

◎
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合−

市
民
課
付
主
査

大
塚
勇
人

■
退
職
職
員

〇
参
事
兼
総
合
政
策
課
長　

石
川
浩

〇
参
事
兼
学
校
教
育
課
長　

神
野
久
志

〇
こ
ど
も
課
保
健
師
副
主
幹
（
総
括
）　

大
橋
弘
代

〇
こ
ど
も
課
す
く
す
く
保
育
園
主
任
調
理
員　

滝
口
陽
子

〇
こ
ど
も
課
専
門
員　

渡
辺
喜
代
子

〇
農
政
課
専
門
員　

岩
附
利
克

〇
上
下
水
道
課
専
門
員　

粕
谷
一
男

〇
生
涯
学
習
課
専
門
員　

柳
田
啓
之

〇
市
民
課
専
門
員
（
短
時
間
勤
務
）　

佐
藤
新
一

〇
健
康
福
祉
課
主
任　

荻
野
健
一
（
県
交
流
終
了
）

〇
学
校
教
育
課
指
導
支
援
グ
ル
ー
プ
主
幹
（
総
括
）
兼
管
理

主
事
兼
指
導
主
事　

大
金
仁

新新
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■
烏
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

烏
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
市

内
5
つ
の
小
学
校
に
入
学
す
る
新
1
年

生
1
4
0
人
に
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

3
月
9
日
昇

に
、
市
役
所
南
那
須
庁

舎
で
行
わ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈

呈
式
で
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
が
田

代
和
義
教
育
長
ら
に
「
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、
市
教
育
委

員
会
を
通
じ
て
各
小
学
校
に
配
布
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、　

年
前
か
ら
続
い
て

43

お
り
、
現
在
ま
で
に
1
万
2
9
9
2
人

の
子
ど
も
た
ち
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

が
贈
ら
れ
、
小
学
生
の
安
心
・
安
全
の

た
め
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
交
通
安
全
協
会

子
ど
も
の
安
全
守
る
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

■
那
須
烏
山
交
通
安
全
協
会

　

市
と
那
須
烏
山
交
通
安
全
協
会（
大
野

正
夫
会
長
）
で
は
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
に
反

射
タ
ス
キ
1
7
5
本
お
よ
び
下
敷
き
と

定
規
1
4
9
セ
ッ
ト
を
送
り
ま
し
た
。

　

3
月　

日
昭

に
市
役
所
南
那
須
庁
舎

11

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
大
野
会
長

と
川
俣
純
子
市
長
が
田
代
和
義
教
育
長

に
タ
ス
キ
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。
タ

ス
キ
は
中
学
1
年
生
に
、
下
敷
き
と
定

規
は
小
学
1
年
生
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

大
野
会
長
は
、「
中
学
生
に
タ
ス
キ

を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
交
通
事
故
の

な
い
よ
う
に
3
年
間
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

小
学
1
年
生
は
、
下
敷
き
と
定
規
を

使
っ
て
保
護
者
と
一
緒
に
交
通
安
全
を

学
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上：ランドセルカバーを手渡す烏山ロータリークラブ
の皆さん（左側）
下：田代教育長にタスキを手渡す大野会長（左）と川俣
市長（中央）

　

市
で
は
、
3
月
6
日
松

に
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、「
女
性
の
た
め
の
健
康

講
座
『
か
ら
だ
が
喜
ぶ
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ

シ
ュ
』」
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
女
性
が
食
事
や
身
体
を
見

直
し
、
健
康
に
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

開
い
た
も
の
。
当
日
は
、
市
民
6
人
が

sea*m
om
m
y

パ
ン
教
室
主
宰
の
神

永
美
智
子
さ
ん
を
講
師
に
豆
乳
を
使
っ

た
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
キ
ッ
シ
ュ
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
大
橋
尚
子
さ
ん
（
旭
2
丁
目
）

は
、「
キ
ッ
シ
ュ
が
好
き
で
、
自
分
で
も

作
っ
て
み
た
い
と
思
い
参
加
し
た
。
女

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

ヨ
ガ
と
料
理
で
身
体
を
整
え
る

性
に
と
っ
て
嬉
し
い
栄
養
も
入
っ
て
い

な
が
ら
、
カ
ロ
リ
ー
も
金
額
も
抑
え
ら

れ
て
簡
単
に
で
き
る
の
は
す
ご
い
と

思
っ
た
。
簡
単
に
作
れ
て
ア
レ
ン
ジ
も

教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
家
で
も
ま
た

作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
日
晶

に
予
定
し
て
い
た

「
骨
盤
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ヨ
ガ
」

は
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
4
月　
30

日
晶

ま
で
動
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

健
康
福
祉
課
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
5

88

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
キ
ッ
シ
ュ
を

作
る
参
加
者

　

市
と
（
一
社
）
倫
理
研
究
所
栃
木
県
高

根
沢
さ
く
ら
倫
理
法
人
会
（
仲
澤
佳
子
会

長
）
は
、
3
月　

日
昭

、
市
役
所
烏
山
庁

25

舎
で
「
家
庭
の
日
の
普
及
啓
発
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
と
倫
理
法
人
会
が

協
力
し
な
が
ら
子
育
て
に
お
け
る
家
庭

の
役
割
の
大
切
さ
を
周
知
し
、「
家
庭

の
日
」
の
普
及
を
目
指
そ
う
と
い
う
も

の
。
県
は
、
家
庭
の
大
切
さ
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
毎
月
第
3
日

曜
日
を
家
庭
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

協
定
で
は
、「
従
業
員
に
対
し
、
家
庭

の
日
及
び
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
周
知
を

図
る
こ
と
」、「
定
期
的
に
ノ
ー
残
業

デ
ー
を
行
い
、
従
業
員
の
家
族
団
ら
ん

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
こ
と
」
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仲
澤
会
長
は
、「
子
ど
も
と
の
大
切

な
時
間
を
作
れ
る
よ
う
に
、
家
庭
の
日

の
推
進
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
い
」
と

今
後
の
活
動
に
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

市
と
倫
理
法
人
会
が

家
庭
の
大
切
さ
広
め
る
協
定
締
結

協
定
を
締
結
し
た
川
俣
市
長
と

倫
理
法
人
会
の
皆
さ
ん
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相
吉
澤
ア
サ
さ
ん
（
熊
田
）
が
、
3
月

2
日
昇

に
、
二
片
芳
男
さ
ん
（
上
川
井
）

と
小
口
ト
キ
さ
ん
（
興
野
）
が　

日
昌

に
、

10

髙
雄
市
郎
さ
ん
（
志
鳥
）
が　

日
松

に
満

20

1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
介
護
施
設
で
過
ご
し

て
い
る
相
吉
澤
さ
ん
。
人
と
話
す
こ
と

が
大
好
き
だ
そ
う
で
、
毎
日
お
友
達
と

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

6
日
松

に
は
、
息
子
さ
ん
夫
妻
が
お

祝
い
に
駆
け
付
け
、
花
束
や
ひ
孫
さ
ん

か
ら
の
手
紙
を
手
渡
し
ま
し
た
。
職
員

が
手
紙
を
読
む
と
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
を
聞
く
と
、「
何
で
も

よ
く
食
べ
て
、
普
通
で
い
る
こ
と
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

市
内
の
4
人
が

回
目
の
誕
生
日

100
た
そ
う
で
す
。

　

病
院
に
行
っ
て
も
、
悪
い
と
こ
ろ
が

な
く
、
と
て
も
健
康
な
二
片
さ
ん
。
最

近
は
、
市
内
介
護
施
設
に
通
い
、
ぬ
り

絵
や
ち
ぎ
り
絵
を
し
て
過
ご
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
施
設
の
職
員
や
家
族
が
お

祝
い
に
駆
け
付
け
、
長
生
き
の
秘
訣
を

聞
く
と
、「
の
ん
き
に
し
て
い
る
こ
と
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

二
片
さ
ん
は
、
温
泉
巡
り
が
趣
味

だ
っ
た
そ
う
で
、
以
前
は
毎
日
の
よ
う

に
温
泉
に
行
っ
て
い
た
と
か
。
ま
た
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
も
よ
く
参
加
し
て
い

　

食
欲
が
あ
り
、
何
で
も
よ
く
食
べ
る

と
い
う
小
口
さ
ん
。
特
に
甘
い
も
の
が

大
好
き
だ
そ
う
で
、
当
日
は
、
入
所
し

て
い
る
市
内
介
護
施
設
で
、
職
員
や
家

族
に
囲
ま
れ
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
天
気
の
い
い
日
に
は
日
向

ぼ
っ
こ
を
し
て
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
歌
を
聞
く
こ
と
も
大
好
き

だ
と
か
。

　

い
つ
も
農
作
業
を
し
て
い
た
こ
と
や

　

髙
雄
さ
ん
は
、
日
中
戦
争
の
中
で
、

日
本
軍
が
行
っ
た
イ
ン
ド
侵
攻
作
戦

「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」
に
参
加
し
、

作
戦
で
の
経
験
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
、

研
究
を
行
う
学
生
や
、
テ
レ
ビ
・
新

聞
な
ど
の
各
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
、
現

在
も
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
1
0
0
歳
ま
で
よ
く
生
き
て
い

た
と
思
う
。
戦
争
で
、
仲
間
の
8
割

を
失
っ
た
。
今
の
日
本
は
、
戦
争
が

無
く
と
て
も
平
和
で
幸
せ
」
と
髙
雄

さ
ん
。
長
生
き
の
秘
訣
は
、「
何
で

も
食
べ
て
、
く
よ
く
よ
し
な
い
こ

と
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

好
き
嫌
い
せ
ず
何
で
も
食
べ
る
こ
と

が
長
生
き
の
秘
訣
だ
そ
う
で
す
。

相吉澤さ相吉澤さんん

二片さ二片さんん

小口さ小口さんん髙雄さ髙雄さんん

かつて荒川が流れていたであろう経路（現在は水田）

と
す
る
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
滑

ら
か
な
カ
ー
ブ
を
描
く
崖
と
水
田
か

ら
、「
か
つ
て
は
こ
ち
ら
に
荒
川
が

流
れ
て
い
た
の
で
は　

」
と
い
う
想

!?

像
が
広
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
川
廻
し
以
外
に
も
、 
河  
岸 

か 
が
ん

 
段  
丘 
（
川
沿
い
に
分
布
す
る
平
坦
面
（
段
丘

だ
ん 
き
ゅ
う

面
）
と
急
崖
（
段
丘
崖
）
か
ら
成
る
階
段
状
の

地
形
）
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
朝
風
に
は

こ
の
地
域
特
有
の 
河  
川  
地  
形 
が
あ
り
、

か 
せ
ん 
ち 
け
い

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
見
ど

こ
ろ
の
1
つ
と
な
っ
て
い
る
「
川

（
水
）
が
作
っ
た
地
形
」
を
色
濃
く
残

し
て
い
ま
す
。

　

藤
田
地
域
の
朝
風
に
は
、
こ
の
地

域
の
集
落
を
取
り
囲
む
よ
う
に
水
田

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
所
に
水
田
が
あ
る
理
由
と
し
て
、

「 
川  
廻 
し
」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

か
わ 
ま
わ

　
「
川
廻
し
」
と
は
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
川
を
人
の
手
を
加
え
て
短
縮
し
、

元
の
川
の
跡
（ 
旧  
流  
路  
部 
）
に
新
田
等

き
ゅ
う 
り
ゅ
う 
ろ 

ぶ

を
つ
く
る
も
の
で
す
。
お
も
に
千
葉

県
の 
房  
総 
地
方
な
ど
で
江
戸
～
明
治

ぼ
う 
そ
う

期
に
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

本
地
域
は
、
現
時
点
で
は
「
川
廻
し
」

47

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

藤
田
地
域
・ 
朝
風 
の
特
殊
地
形

あ
さ
っ
ぽ

今回の今回の今回の
見どころ！見どころ！見どころ！

朝
風
の
川
廻
し
の
よ
う
な
地
形

（
国
土
地
理
院
地
図
を
一
部
加
工
し
て
掲
載
）
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※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

〇
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
！
こ
の
時
期
お
馴
染
み
の
人

事
異
動
で
す
が
、
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ
に
も
動
き
が
あ
り
、
5

年
在
籍
し
た
T
さ
ん
と
4
年
在

籍
し
た
O
さ
ん
が
異
動
に
。
広
報
の
仕
事

に
つ
い
て
た
く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

2
人
が
離
れ
て
し
ま
う
の
は
と
っ
て
も
寂

し
い
で
す
が
、
異
動
先
の
課
で
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！

〇
さ
て
、
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
に
は
、
新

た
に
C
さ
ん
と
H
さ
ん
が
仲
間
入
り
で
す
。

3
人
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
M
）

〇
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

中
止
と
な
り
、
今
年
度
こ
そ
！
と
思
っ
て

い
た
の
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
で
す
。
広
報

を
担
当
し
た
4
年
間
は
、
市
の
で
き
ご
と

や
魅
力
を
広
報
紙
に
詰
め
込
み
、
皆
さ
ん

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し

た
日
々
で
し
た
。
編
集
後
記
を
書
く
の
も

最
後
か
と
思
う
と
寂
し
い
で
す
が
、
実
は

何
を
書
こ
う
か
と
悩
む
月
も
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
の
は
こ
こ
だ
け
の
秘
密
で
す
（
笑
）

〇
こ
れ
か
ら
は
お
客
さ
ん
と
し
て
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
参
加
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
際
に
は
ぜ
ひ
、
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い　
 
竃
（
O
）

!!

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

渡　

邊　
 
碧 　
 
斗 （
維
也
・
綾
佳
）鴻
野
山

あ
お 

と

渡　

邊　
 
萩 　
 
介 （
佳
典
・
順
子
）八
ヶ
代

し
ゅ
う 

す
け

金　

原　
 
結 　
 
陽 （ 
弘 
・由
香
理
）宮　
　

原

ゆ
う 

ひ

佐　

藤　
 
唯 　
 
萌 （
渉
啓
・
晴
香
）下
川
井

ゆ 

め

藤　

澤　
 
志 　
 
穏 （
大
輔
・
奈
美
）志　
　

鳥

し 

お
ん

お
め
で
た

お
めめ
で
た

お
め
で
た

お
め
で
た

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

山
下
幸
一
様（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）か
ら
5
千

円
、
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら　

万
9
千
円

25

43

が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ごごごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
笑
顔
ほ
こ
ろ
ぶ

　市教育委員会では、国史跡の長者ヶ平官衙遺跡 附 東山
つけたり

道跡の周知などを目的に、　 月13日松、長者ヶ平官衙遺跡3
で「炭化米を探そう！」を開きました。
　当日は、雨が降る中の開催となりましたが、市生涯学習
課学芸員が遺跡にまつわる歴史を解説したほか、民話「長
者ヶ平」を披露しました。その後、発掘調査により出土し、
現在も見ることができる「炭化米」を参加者自身で採取し、
観察しました。
　参加した富澤博さん（月次）は、「炭化米を見つけるのは
難しかったが、楽しかった。今後もイベントに参加した
い」と話していました。

「炭化米」で歴史に触れる

遺
跡
内
で
「
炭
化
米
」
を

探
す
参
加
者
た
ち

　市では、シティプロモーション推進のため、　 月15日捷3
から29日捷までの間、山あげ会館内の「山あげコモンズ」
と市ホームページで「なすから特派員写真展」を開催しま
した。
　「なすから特派員」とは、市民などから選任された　人の7
特派員が、自身のSNS（主にインスタグラム）を活用し、
市での暮らしを中心とした魅力を発信するもので、昨年度
から活動をスタートしました。
　写真展では、同特派員が投稿した写真に加え、第　回・1
第　回の「なすからフォトキャンペーン」受賞作品も展示2
しました。

なすから特派員写真展

山
あ
げ
コ
モ
ン
ズ
で
行
わ

れ
た
写
真
の
展
示
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2021.3.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,191 女
死亡
転出

12,265

人口 24,456（－29）

世帯数 9,249

26
56

6
47

★一般図書★
『保健室から見える親が知らない子
どもたち』　　　　　　  桑原　朱美
『65歳からのお通じ快腸レシピ』
　　　　　　　　　　　　松枝　啓
『小さい農業で暮らすコツ』新藤　洋一
『緊急事態宣言の夜に』さだ　まさし
『階層樹海』　　　　　　　椎名　誠
『俺と師匠とブルーボーイとストリッ
パー』　　　　　　　　  桜木　紫乃
『いわいごと』　　　　　　畠中　恵
『湯どうふ牡丹雪』　　　山本　一力

★児童図書★
『　分でわかる友だち術』上條　正義5
『子どもへのハラスメント』  喜多　明人
『未来を変えるレストラン』 小林　深雪
『平和の女神さまへ　平和ってなん
ですか？』　　　　　  小手鞠　るい

『へのへのカッパせんせい』 樫本　学ヴ
『みんなとおなじくできないよ』
　　　　　　　　　　　湯浅　正太
『いぬとふるさと』　　　鈴木　邦弘
『おおきいのちいさいの』
　　　　　　　　ふくだ　じゅんこ
『水がすきじゃなかったアヒル』
　　　　　　スティーブ　スモール

★CD★
『ボクたちの電光石火』　　GreeeeN
『歌ってみた歌われてみた』 広瀬　香美
『すっからかん』　　　　　　　瑛人
『　ST』　　　　　　　Six　TONES1
『笑顔で会える日のために』辻井　伸行
『エヴァーモア』　テイラー・スイフト
『ケロポンズの赤ちゃんあそぼ！』
　　　　　　　　　　　ケロポンズ

俳　

句

水
野　

信
一　

選

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

春
袷
街
に
溶
け
行
く
日
を
待
て
り

小
針　

久
子（
月　

次
）

寝
こ
ろ
び
て
土
筆
と
話
す
童
か
な雫　

幸
子（
南
大
和
久
）

麦
踏
や
ほ
ど
よ
き
距
離
の
老
二
人

塩
野
目
洋
子（
初　

音
）

野
に
出
で
て
ソ
リ
ス
ト
の
如
春
の
歌

髙
田　

栄
子（
田
野
倉
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

福
寿
草
コ
ロ
ナ
禍
知
ら
ず
春
を
告
げ

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

商
い
は
利
益
な
け
れ
ば
命
と
り川

上
美
智
男（
大　

里
）

大
型
店
老
舗
の
暖
簾
踏
み
に
じ
り

石
川　

義
郎（
興　

野
）

笑
顔
売
り
暮
ら
し
支
え
る
小
商
い

森　

豊（
中　

山
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

妖
怪
が
獲
物
を
丸
飲
み
す
る
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
で
並

ぶ
い
ち
ご
大
福　
　
　
　
　

小
池　

千
秋（
小　

倉
）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
慣
れ
飼
い
猫
を
子
ど
も
ら
に
見
せ
た

り
今
日
の「
常
磐
津
教
室
」　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

春
う
ら
ら 
娘 
に
付
き
添
わ
れ
久
々
に
温
き
日
を
浴
び

こ

押
し
車
お
す　
　
　
　
　
　

川
手　

ト
ヨ（
金　

井
）

コ
ロ
ナ
禍
に
杉
の
花
粉
に
追
い
討
ち
を
か
け
ら
れ
こ

の
春
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

another school アナザースクール 開校！
歩塾と中村塾で新しい塾をつくりました。

「個別指導」と「少人数制授業」の2つのコースか
ら選択できます！
【授業料】小・中学生：6,600円～
　　　　　高校生：8,000円～

入塾金ゼロ！　体験授業無料！
ご連絡はアナザースクールLineアカウントから！

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

おかげ様で38年！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・火災・企業賠責（サイバー） 他
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・ガン保険 他
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234



16広報なすからすやま ２０21.4

2021.4
－
 N
o.187 －

な
す
か
ら
す
や
ま

広報

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

　　月に入り、市内の小・中学校や幼稚園・保育園で卒業式・卒園式が3
行われ、恩師や保護者に見守られる中、希望を胸に新たな一歩を踏み
出しました。　つの中学校では　月11日昭に198人が、　つの小学校2 3 5
では19日晶に175人が卒業。また、幼稚園・保育園からも大勢の園児
が卒園しました。
　ここでは、いくつかの卒業式・卒園式の様子を紹介します。

〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

①烏山中学校、②烏山みどり幼稚園、
③境小学校、④キッズランドあさひ、
⑤南那須中学校、⑥にこにこ保育園、
⑦江川小学校、⑧ゆうゆうランド那
須烏山園、⑨烏山小学校

③̝ 

卒卒業業・・卒卒園園おめでとうございますおめでとうございます！！
②̝ ①̝ 

　

那
須
烏
山
市
営
バ
ス
全　

箇
所
の
バ
ス
停
留

63

所
に
つ
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
更
新
は
、
以
前
ま
で
使
用
し
て
い
た

バ
ス
停
が
設
置
か
ら　

年
以
上
経
過
し
、
停
留

20

所
名
の
印
字
が
薄
れ
る
な
ど
劣
化
し
て
い
た
た

め
で
す
。

　

バ
ス
停
に
は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ほ
か
に
、
烏
山
高
部
線
は
、
常
陸
大
宮

市
「
ひ
た
ま
る
く
ん
」、
市
塙
黒
田
烏
山
線
は
、

市
貝
町
「
サ
シ
バ
の
サ
ッ
ち
ゃ
ん
」、
茂
木
町

「
ゆ
ず
も
」
と
い
っ
た
共
同
運
行
し
て
い
る
市

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

バ
ス
停
に
は
、
バ
ス
の
時
刻
表
の
ほ
か
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
を
呼
び
か
け

る
チ
ラ
シ
を
掲
示
す
る
な
ど
感
染
対
策
に
努
め

て
い
ま
す
。

市
営
バ
ス
の
バ
ス
停
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

▲

烏
山
高
部
線
の

　

バ
ス
停

▲

市
塙
黒
田
烏
山
線
の

　

バ
ス
停

⑥̝ 

⑨̝ 

⑤̝ ④̝ 

⑧̝ ⑦̝ 


